
晩秋から初冬へ 

 

 霧と紅葉の季節が、私たちのふるさと旭町に訪れました。町内の皆様にはいかがお過ごしでし

ょうか、朝夕と昼間の寒暖差が身体に応える季節となりました、コロナ感染もまだまだ新たなウ

イルス型が現れ、感染の人数もなかなか減少しない現実で、この時期インフルヘンザへの対応も

しておかなければならない状況です。こういうウイルスとの関係はこれからも絶えることなく、

上手く慎重にお付き合いしていかなければならないのかも知れません。 

 11月を迎え、令和４年ことしも２ケ月となりました、この月は例年ですと文化祭や収穫祭等農

産物の取り入れに感謝する催し物が各地で開催されます、11月 20日には「なごみの里あさひ」

で収穫祭が開催されますが、旭町自治会で主催する文化祭を含めて町民の皆様全員が集える大き

な催事が今年はことごとく中止をしており、残念でなりません。コミュニティーのあり方につい

て問われている時期に即応する方法を検討し、旭町での催事を早く再開したいものです。 

 さて、昨年 7月にスタートしました、「旭町高齢者移動支援事業」(旭サポートカー)につきま

して、多くの方々に登録をしていただきご利用していただいておりますこと、またボランティア

でお願いをしております運転者の方々、また自動車を提供していただいております、さくらデー

サービス様のご協力によりまして、順調に運営をして来られましたことに、紙面ではありますが

深く感謝し、厚くお礼を申し上げます。 

先日、ご利用をいただいております皆様と、運営のスタッフとが各区別に懇談会を開催しまし

た。お買い物等ご利用をいただき様々なご意見や、また感謝のお言葉をいただき恐縮しておりま

す。今回の懇談会は、これからの事業運営に向けてさらに継続していくための良い集いとなりま

した。これからも積極的にご利用をいただき、また今後利用をご希望の方は、地元の区長さん自

治委員さん自治会まで遠慮なく申し込んでください。お待ちしております。 

これから、日に日に寒くなります、今年の立冬は 11月 7日からと暦にでておりました。冬が少

しずつ訪れます、その前の 11月 6日は亥の子の日、この日から暖房器具を出す、「こたつ開き」

とされていたようですが、皆様ご準備はお済ですか、ぼつぼつ冬支度をしてもいいかと思いま

す。 

                          旭町自治会長 吉 川   肇 
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防犯カメラ 設置        

 前年度，亀岡市の助成金を活用して美濃田区・山階区・杉区に防犯カメラを設置しまし

た。今年度は印地区に設置しました。印地区では，大きな道路を中心に設置場所を決め

ていただきました。少しでも防犯対策の一環になればと思います。防犯推進委員会のパト

ロールと合わせて、安全で安心なまちづくりを目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

旭サポートカー 順調に運行 

第１・３火曜日 山階・印地 第２・第４火曜日 美濃田・杉 毎回１台は利用頂いておりま

す。多い時では３台運行することもあります。まだ登録をしていない 

運転するのが不安な方や運転免許のない方など、いつでも登録でき

ます。今後もそういった方々のサポートとして旭サポートカーが定着し

ていければと考えています。 

 

  募金ご協力有難うございました。 

    ◎亀岡市社会福祉協議会会員（会費）の募金・・・・・￥１３０，０００ 

１１月行事お知らせ 

・１１月３日（木）・・・亀岡市自治振興式典 午前 10時～ 

・１１月６日（日）・・・令和 4年度秋季火災予防運動 

            非常招集訓練（印地区内）サイレン吹鳴 

                        消防団ポンプ積載車にて広報活動  

・１１月２０日（日）・・・なごみの里あさひ 「収穫祭」 午前９時から 

・１１月２６日（土）・・・花壇づくり （自治会と青少協と共催） 

・１１月２７日（日）・・・三俣山組合 松茸山看板撤去 

・１２月 ４日（日）・・・グランドゴルフ大会 午後 杉多目的広場にて 



    「木工房 OKA」 岡 裕介さんを訪ねて 

大学を出てサラリーマンで働いていた時，木工品と出

会い，その魅力にひかれ，九州の木工師（今の親方）に

弟子入りをしました。 

木工作家「岡 裕介さん」住居と作業場がある家を探

していたところ，今の家を紹介してもらったそうです。

すべてのことが，たまたまの出会いから生まれました。 

そんな岡裕介さんは、旭町に移住して５年「移住して

きて旭をどのように思っているのか？」 思わず聞いて

みました。 

岡さんは，迷いもなく『とても旭が好きになりまし

た。田舎の環境はもちろん気に入っていますが，人の

優しさに一番惹かれました。分からない事も丁寧に教

えて頂いたり、野菜を頂いたり、たまに仕事場に顔を

出して軽く声をかけてもらったりと本当によくしても

らっています。 

また，同じように移住してきた人から「消防団

に入らないか？」と誘いを受け入団しました。多

くの同年齢の方と知り合うことができました。』 

旭が本当に好きだという気持ちが伝わる笑顔で

答えていただきました。そんな中，若手の仲間と

「KYU（キユウ）」という会で旭を元気づける活

動もしています。 

「木工房 OKA」は，旭町山階区にあります。 

毎月，第二土曜日か第三土曜日「オープンデー」とし

て作品展示をしている室や仕事場を開放しています。 

日程についてはホームページに掲載  

hp ：http://www.mokkoubouoka.com/ 

展示会場の和室は，大小様々な椅子・テーブ

ル・お皿・スプーン等 どれも漆塗りで高級感あ

ふれ，木の暖かみのある作品が数多く展示・販売

されています。 

作業所は，大きな電動のこぎりやノミ カンナ 

などがきれいに整理し掛けられています。木工師

としての岡さんの性格がよくわかる作業所でした。外には今後，何年も活用できる原木が積んであ

り，その木から次はどんな作品が出来るのか楽しみです。 

３年前の文化祭では展示・販売をして協力いただきましたが，「木工房 OKA」には，今までの作

品が数多く展示・販売されています。見ているだけで時間を忘れ 幸せな気持ちになりました。 

さらに旭を好きになり，素晴らしい作品を創っていってほしいです。また旭を移住地として選んで

いただけたことに感謝し，今後も多くの人が，旭を移住地として選んでいただきたいと思いました。 

 


